
認定第７号

令和４年度旧瓶原村財産区特別会計歳入歳出決算の認定について

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第３項の規定により、令和４年

度旧瓶原村財産区特別会計歳入歳出決算について、別紙のとおり監査委員の意見を付

けて議会の認定に付する。
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木津川市長 谷口 雄一
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実 質 収 支 に 関 す る 調 書

（単位：円）

区　　分 金　　額

歳 入 総 額1.

歳 出 総 額2.

歳 入 歳 出 差 引 額3.

(1) 継 続 費 逓 次 繰 越 額

(2) 繰 越 明 許 費 繰 越 額
翌 年 度 へ4.
繰 越 す べ き
財 源

(3) 事 故 繰 越 し 繰 越 額

計

5. 実 質 収 支 額

実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の6.

規定による基金繰入額

－ －

旧瓶原村財産区特別会計

          5,722,336

          5,478,186

            244,150

                  0

                  0

                  0

                  0

            244,150

                  0
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旧瓶原村財産区

　

（単位　㎡）

前  年  度  末 決 算 年 度 中 決 算 年 度 末

現    在    高 増　　減　　額 現　　在　　高

3,255 0 3,255

8,007 0 8,007

2,131,217 0 2,131,217

2,142,479 0 2,142,479

（単位　円）

前  年  度  末 決 算 年 度 中 決 算 年 度 末

現    在    高 増　　減　　額 現　　在　　高

現
金

財政調整基金 254,502,068 3,157,573 257,659,641

254,502,068 3,157,573 257,659,641

財産に関する調書

　１　公有財産
　　（１）　土　地

区　　　分

土　　　地　（地積）

宅　　　地

墓　　　地

そ　の　他

計

　２　基　金

区　　　　分

計

－　12　－



　　 令和 ４ 年度

旧瓶原村財産区特別会計

　　主　要　施　策　　成　果　の　報　告　書　　

京都府　木津川市
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令和４年度　旧瓶原村財産区特別会計　決算の概要

     　　　　※記載金額は千円未満を切り捨てして表示しております。

　１．決算規模・決算収支

　　（１）決算規模

　　　　令和４年度の決算規模は、

　　　　　歳入　5,722千円

　　　　　歳出　5,478千円

　　（２）決算収支

　　　　＊実質収支

　　　　＊単年度収支

　　　　＊実質単年度収支

　２．歳　入

関西電力鉄塔敷地料 135千円

線下補償金 3,823千円

財政調整基金利子 69千円

財政調整基金繰入金 792千円

　３．歳　出

線下補償組合負担金 563千円

財政調整基金積立金 3,949千円

自治振興補助金

（前年度　9,124千円）

（前年度　8,279千円）

        　　 となり、決算規模の前年度比較は、歳入が△3,402千円、37.3％減、歳出が
　　　　　△2,801千円、33.8％減とそれぞれ前年度を下回った。

　　　　　　令和４年度の歳入歳出差引額（形式収支）は、244千円で翌年度に繰越すべき財源
　　　　 はないため、実質収支の額も 244千円となり、前年度より△601千円、71.1％減となった。

　　　　　　今年度の実質収支（244千円）から前年度の実質収支（845千円）を差し引いた単年度
　　　　　収支は、△601千円となり、前年度より△1,122千円、215.4％減となった。

　　　　　　今年度の単年度収支（△601千円）に基金の積立金（3,949千円）を加え、基金の取り
        崩し額（792千円）を差し引いた実質単年度収支は、2,556千円となった。

　　　　令和４年度の歳入総額は、5,722千円となり、前年度と比較すると△3,402千円、37.3％減
　　　となった。歳入の概要は、次のとおりである。

　　　　令和４年度の歳出総額は、5,478千円となり、前年度と比較すると△2,801千円、33.8％減
　　　となった。歳出の概要は、次のとおりである。

792千円

１



旧瓶原村財産区特別会計　決算の状況

１．歳　　入
（単位 ： 円、％）

令和４年度決算額　 令和３年度決算額　

① ②

財産収入 4,068,678 4,247,337 △ 178,659 △ 4.2

繰入金 792,000 4,017,000 △ 3,225,000 △ 80.3

繰越金 845,568 324,285 521,283 160.7

諸収入 16,090 536,040 △ 519,950 △ 97.0

合      計 5,722,336 9,124,662 △ 3,402,326 △ 37.3

２．歳　　出
（単位 ： 円、％）

令和４年度決算額　 令和３年度決算額　

① ②

総務費 4,686,186 4,305,094 381,092 8.9

諸支出金 792,000 3,974,000 △ 3,182,000 △ 80.1

合      計 5,478,186 8,279,094 △ 2,800,908 △ 33.8

項　　　目 増減　①－② 増減率

項　　　目 増減　①－② 増減率

２



旧瓶原村財産区特別会計　主要施策の成果

歳入の概要

１．財産収入 4,068,678円

関西電力鉄塔敷地料 135,960円

土地貸付料 40,158円

線下補償金 3,823,178円

財政調整基金利子 69,382円

２．繰入金 792,000円

　　財政調整基金から繰り入れがあった。

３．繰越金 845,568円

　　前年度決算に伴う剰余金としての繰越金があった。

４．諸収入 16,090円

　　雑入として、樹木伐採補償料と大河原美濃線線下同盟会記念品の収入があった。

歳出の概要

１．総務費 4,686,186円

　①　管理会費 171,652円

　　　　　財産区管理会の運営費であり、主なものは、管理会委員の報酬（162,000円）である。

　②　財産管理費 4,514,534円

線下補償組合負担金 563,947円

財政調整基金元金積立金 3,880,191円

財政調整基金利子積立金 69,382円

２．諸支出金 792,000円

河原区（恵美須川改修事業） 528,000円

奥畑区（集会所敷地内古木伐採事業） 264,000円

　　財産収入として、次のとおり関西電力鉄塔敷地料、土地貸付料、線下補償金及び財政調整基
　金利子の収入があった。

　　　　　財産区の運営経費及び財産管理経費であり、主なものは次のとおりである。

　　　　　地元区への自治振興補助金であり、内訳は次のとおりである。

３


